
号

米多浮立　お旅所落成

平成２７年２月２１日に落成式が行われ、
子ども浮立も披露されました。
（下米多地区）
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⃝平成２7年
　第１回定例会（３月）

P2〜3 平成27年度一般会計予算
P5〜7 こんなことが決まりました
P8〜10 予算特別委員会Ｑ＆Ａ
P13〜21 そこが聞きたい（一般質問）



会計名 予算額（千円）

一般会計 ３，７１６，６３４

特
別
会
計

国民健康保険 １,０４０，５２４

後期高齢者医療 ９７，１３５

土地取得 １４

農業集落排水 ５７８，６５８

特別会計合計 １，７１６，３３１

総　合　計 ５，４３２，９６５

会 計 別 予 算

　平成２７年第１回定例会は、３月６日から３月２３日の会期で開催しました。
　平成２７年度予算は、予算特別委員会を議員全員で構成し、予算審議を行いました。
　２号議案から３１号議案まで、予算、条例の改正、副町長また教育委員会委員の選任
など慎重に審議し、原案どおり可決しました。

町有施設トイレ洋式化

消防格納庫移転 農業就業者の処遇
改善

アスレチック広場
遊具改修

子育て世帯臨時特例
給付金

450万円

3,088万８千円

１５０万円

１,２３１万２千円

６７５万円

　農村婦人の家、前牟田学習等施設、
江迎多目的施設のトイレを洋式化し、
利用者の利便性を図る。

　消防団第１部
（前牟田）の格
納庫が集中豪雨
時に浸水するた
め、新築・移転。

　鎮西山アスレ
チック広場の老
朽化した遊具を
改修または撤去。

　農業就業者の確保を目的に、
生産・加工・出荷までを一体的
に行う６次産業化の取り組みや
販路拡大の取り組みを支援。

　昨年度に引き続き、子育て世帯
の負担軽減のため、児童手当の受
給者を対象に「子育て世帯臨時特
例給付金」を支給。
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平成2７年度一般会計予算
37億１,６６３万４千円

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

放課後補充学習八藤遺跡（太古木）の
公有化

小・中学校施設改修

６０４万８千円３,５９０万４千円

９９８万２千円

　中学校３年生（受験対策）及び１年
生（中１ギャップ対策）を対象に、ICT
を活用しオンラインでの学習指導。

　堤地区の八藤遺跡（太古木）保存に向
けた環境整備のため、土地の公有化。
（２カ年計画）

◦中学校放送設備
◦小学校大プール
◦小学校グラウンド放送設備
◦小学校北校舎非常階段

先進的英語教育推進 プレミアム商品券補助
１,５８１万４千円 １,５２１万円

　小学校における英語教育の教科導入（平
成３２年）に向け、３年生から６年生を対
象にタブレットPCや動画配信を活用した
英語教育を推進。平成２６年度の繰越事業。

　地域活性化を目的にプレミアム商品
券の販売を町商工会に委託。（プレミア
ム分２割、多子世帯１割増し）平成２６
年度の繰越事業。
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大
おお

川
かわ

　隆
りゅう

城
じょう

①上坊所　②６３歳
③６回　　④総務厚生

碇
いかり

　　勝
かつ

征
ゆき

①上坊所　②７３歳
③２回　　④振興

議　
長

　
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
が
平

成
２７
年
１
月
１８
日
に
執
行
さ
れ
、
新
た
に
１０

人
の
議
員
が
選
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
２６
日
に
開
い
た
初
議
会
で
、
議
長
・

副
議
長
を
は
じ
め
各
種
委
員
会
委
員
が
決
ま

り
、
平
成
３１
年
１
月
２０
日
ま
で
の
４
年
間
を

任
期
と
し
て
、
議
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
議
員
の
顔
ぶ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
①
地
区　
②
年
齢
（
４
月
２７
日
現
在
）

　
③
当
選
回
数　
④
所
属
常
任
委
員
会

議会構成
決まる 新たな体制で始動

副
議
長

吉
よし

富
どみ

　　隆
たかし

①九丁分　②７４歳
③５回　　④総務厚生

原
はら

田
だ

　　希
のぞみ

①下坊所　②３５歳
③２回　　④総務厚生

井
いの

上
うえ

　正
まさ

宣
のり

①東前牟田　②７１歳
③４回　　　④振興

田
た

中
なか

　静
しず

雄
お

①三上北　②７６歳
③１回　　④振興

漆
うるし

原
はら

　悦
えつ

子
こ

①下津毛南住宅　②６４歳
③３回　④総務厚生

吉
よし

田
だ

　　豊
ゆたか

①上坊所　②６８歳
③１回　　④総務厚生

寺
てら

﨑
さき

　太
ふと

彦
ひこ

①下津毛　②４９歳
③２回　　④振興

向
むか

井
い

　　正
ただし

①堤　　②６３歳
③１回　④振興
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議
案
審
議

定例会で

こんな
ことが

決まりました
３０議案を可決！

　
平
成
２７
年
４
月
１
日
よ
り
、
教
育
委
員
会
委
員
の
定
数
が
４
人
増
員
さ
れ
８
人
と
な
る
こ
と
に

と
も
な
い
、
今
回
新
た
に
次
の
４
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副町長の選任
など

平成2７年３月

氏　
　
名　
原は

ら　
　
晋し

ん
介す

け

生
年
月
日　
昭
和
４９
年
１０
月
２４
日

地　
　
区　
上
坊
所

任　
　
期　
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
３１
年
３
月
３１
日
ま
で

氏　
　
名　
江え

頭が
し
ら　

千ち

代よ

美み

生
年
月
日　
昭
和
３７
年
２
月
２７
日

地　
　
区　
上
米
多

任　
　
期　
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
３
月
３１
日
ま
で

氏　
　
名　
原は

ら　
　
厚あ

つ
子こ

生
年
月
日　
昭
和
２９
年
１１
月
９
日

地　
　
区　
下
津
毛

任　
　
期　
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
３０
年
３
月
３１
日
ま
で

氏　
　
名　
平ひ

ら
川か

わ　
利と

し
彦ひ

こ

生
年
月
日　
昭
和
２８
年
５
月
４
日

地　
　
区　
下
津
毛
団
地

任　
　
期　
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
３
月
３１
日
ま
で

上峰町教育委員会委員の選任　全
員

同
意
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議
案
審
議

教
育
振
興
基
金
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
基
金
よ
り
２５０
万
円
を
と
り
く
ず
し
、
ふ
る
さ
と
学
館

及
び
小
・
中
学
校
の
図
書
購
入
に
充
て
る
も
の
で
す
。

　
※�

と
り
く
ず
し
後
の
教
育
振
興
基
金
の
額
は
８０
万
円

と
な
り
ま
す
。

全
員

賛
成

上
峰
町
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
推
進
条
例

　
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
町
の
責
務
を
明

ら
か
に
し
、
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
等
を
定
め
、
歯

と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的
施
策
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
、
町
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健

康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
新
た
に
条
例
を

設
け
る
も
の
で
す
。

全
員

賛
成

上
峰
町
保
育
の
必
要
性

の
認
定
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

　
保
育
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
は
、
町
が
条
例
で
定
め
る

事
由
に
よ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
に
つ
い
て
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、「
児
童
福
祉
法
」
の
改
正
及

び
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
の
制
定
に
よ
り
、
家

庭
に
お
い
て
必
要
な
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
児

童
に
つ
い
て
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
町
が

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
お
こ
な
う
際
に
必
要
な
「
事

由
」
や
「
区
分
」
等
に
つ
い
て
町
の
基
準
を
定
め
た
も

の
で
す
。

全
員

賛
成

上
峰
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担

等
に
関
す
る
条
例

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
よ
り
、
特
定
教
育
・

保
育
施
設
や
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額

を
町
が
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
保
育
の
必
要
性

の
認
定
基
準
を
も
と
に
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
上
限

基
準
限
度
額
以
内
で
細
分
化
さ
れ
た
利
用
者
負
担
を
定

め
る
必
要
が
あ
り
、
認
定
基
準
と
利
用
者
負
担
額
を
明

確
に
す
る
た
め
条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

全
員

賛
成

上
峰
町
先
進
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
教
育
推
進
基
金

条
例
の
一
部
改
正

　
基
金
よ
り
200
万
円
を
と
り
く
ず
し
、
中
学
校
の
電
子

黒
板
の
購
入
に
充
て
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
で
、
中
学
校
の
全
教
室
に
電
子
黒
板
が
配
備
と

な
り
ま
す
。

　
※�

と
り
く
ず
し
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
推
進
基
金

の
額
は
、
４６０
万
円
と
な
り
ま
す
。

全
員

賛
成

▲電子黒板を活用した授業

▲ふるさと学館
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議
案
審
議

　
本
町
農
業
は
、
こ
れ
ま
で
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
と
国
民

へ
の
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
る

が
、
昨
今
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
脅
か
す
農
政
上
の
重
要

課
題
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
勢
・
課
題
を
鑑
み
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
持
続
的
発
展
と
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
次
の
事
項
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

１
．Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
分
野
は
、
農
業
生
産
は
も
と
よ
り
、
参
加

国
の
諸
制
度
・
仕
組
み
を
変
え
、
食
料
・
く
ら
し
・
い
の
ち

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
国
民
生
活
を
一
変
さ
せ
る
危
険
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
秘
密
保
持
契
約
を
根
拠
に

交
渉
内
容
に
関
す
る
情
報
開
示
を
行
っ
て
い
な
い
。

　
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、
政
府
は
米
国
の
圧

力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
国
会
決
議
の
実
現
に
向
け
、
不
退
転

の
決
意
を
も
っ
て
粘
り
強
く
交
渉
す
る
こ
と
。

２
．水
田
農
業
政
策

⑴�

平
成
２６
年
産
米
価
格
下
落
に
伴
う
稲
作
経
営
に
係
る
影
響

を
十
分
精
査
の
う
え
、
実
効
性
の
あ
る
当
面
の
資
金
繰
り

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑵�

米
は
国
民
の
主
食
で
あ
り
、
食
糧
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

主
要
食
糧
の
需
給
と
価
格
の
安
定
を
図
り
、
担
い
手
が
経

営
展
望
を
描
け
る
よ
う
、
現
行
の
対
策
の
見
直
し
や
米
価

下
落
が
与
え
る
影
響
を
十
分
検
証
し
、
再
生
産
が
可
能
な

所
得
を
確
保
し
う
る
中
長
期
的
な
施
策
を
早
急
に
講
じ
る

こ
と
。

３
．農
協
改
革

⑴
総
合
事
業
に
よ
る
Ｊ
Ａ
事
業
の
展
開
に
つ
い
て

　
本
町
の
農
業
振
興
と
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
Ｊ

Ａ
組
織
の
営
農
経
済
・
信
用
（
貯
金
・
貸
出
等
）・
共
済
・
生

活
福
祉
な
ど
多
様
な
事
業
を
合
わ
せ
行
う
総
合
事
業
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
が
有
効
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
方
的
な
事

業
方
式
・
法
人
形
態
の
転
換
等
を
強
制
し
な
い
こ
と
。

⑵
Ｊ
Ａ
の
准
組
合
員
の
事
業
利
用
制
限
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
の
准
組
合
員
は
地
域
農
業
や
地
域
経
済
の
発
展
を
と

も
に
支
え
る
農
家
組
合
員
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
我
が
国

の
「
地
方
創
生
」
を
実
現
し
、
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
地
域
イ
ン
フ

ラ
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
准
組
合
員
に
対
す
る
事

業
利
用
制
限
を
行
わ
な
い
こ
と
。

⑶�

「
新
た
な
中
央
会
制
度
」の
農
協
法
上
の
位
置
づ
け
の
明
確

化
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
中
央
会
組
織
は
、
農
業
や
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

Ｊ
Ａ
の
事
業
・
経
営
に
係
る
課
題
解
決
や
支
援
展
開
を
目
的

に
、
代
表
機
能
、
総
合
調
整
機
能
、
経
営
相
談
、
監
査
機
能

に
事
業
の
絞
り
込
み
を
図
っ
た
「
新
た
な
中
央
会
」
と
し
て

見
直
す
こ
と
と
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す

る
た
め
に
「
新
た
な
中
央
会
制
度
」
も
引
き
続
き
農
協
法
上

の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
。

副町長の選任 全
員

同
意

農
業
の
持
続
的
発
展
等

に
向
け
た
農
政
重
要
課

題
に
関
す
る
意
見
書

全
員

賛
成

国
に
対
し

意
見
書
を
提
出
！！

　
国
の
『
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
』

を
活
用
し
、
副
町
長
に
、
文
部
科
学

省
社
会
教
育
課
長
補
佐
の
米
本
善
則

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
政
府
の
掲
げ
る
地
方
創

生
人
材
派
遣
に
よ
り
、
上
峰
町
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し

て
営
め
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
魅
力
あ

る
多
様
な
方
々
が
御
活
躍
い
た
だ
け

る
地
域
づ
く
り
」
に
微
力
な
が
ら
努

め
て
参
り
た
い
所
存
で
す
。
町
民
の

皆
様
を
は
じ
め
、
武
廣
町
長
、
役
場

職
員
の
方
々
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が

ら
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

氏　
　
名　
米よ

ね
本も

と　
善よ

し
則の

り

生
年
月
日　
昭
和
４３
年
６
月
３
日

出
生
地　
福
井
県
高
浜
町

地　
　
区　
切
通
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議
案
審
議

【
総
務
課
】

　
　
　

�

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
類
似
団
体
と
比
較
し
適

正
な
定
員
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

職
員
数
は
、
適
正
な
数
を
確
保
す
る
よ
う
努
力

す
る
。

　
　
　

�

町
自
衛
隊
父
兄
会
へ
の
補
助
金
増
額
を
検
討
す

る
こ
と
。

ＱＡＱ

　
　
　

�

補
助
団
体
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
一
律
増
額

（
15
％
）
し
て
お
り
、
財
政
状
況
を
み
な
が
ら

検
討
し
て
い
る
。

【
企
画
課
】

　
　
　

�

鎮
西
山
の
維
持
管
理
は
一
つ
の
部
署
へ
の
集
約

を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�
生
涯
学
習
課
に
て
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
検
討

中
で
あ
り
、
今
後
、
協
議
を
行
う
。

ＡＱＡ

　
　
　

�

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
申
込
件
数
が
増
え
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

新
年
度
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
産
品
の
写

真
を
掲
載
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
。

【
建
設
課
】

　
　
　

�

住
宅
使
用
料
の
収
納
率
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

督
促
状
や
催
告
状
の
発
送
、
臨
戸
訪
問
及
び
電

話
に
よ
る
督
促
・
納
入
指
導
を
実
施
し
、
改
善

さ
れ
な
い
場
合
は
連
帯
保
証
人
へ
の
連
絡
と
催

告
を
行
っ
て
い
く
。
今
後
、
悪
質
滞
納
者
等
へ

は
、
簡
易
裁
判
所
を
通
し
た
支
払
督
促
書
を
送

付
す
る
方
策
を
講
じ
、
未
納
額
の
減
少
に
努
め

る
。

　
　
　

�

町
営
住
宅
の
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　
　

�

現
在
、
町
営
住
宅
周
辺
の
町
有
駐
車
場
に
つ
い

て
貸
し
出
し
て
い
る
。
利
用
を
促
し
て
い
く
。

ＱＡＱＡＱＡ

　
算
特
別
委
員
会  　
査
報
告

平
成
2７
年
度

　
平
成
２７
年
３
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
２０
号
、
平
成
２７
年
度
上

峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
３
月
９
日
か
ら
１１

日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
慎
重

に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
意
見
及
び
要
望
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▲鎮西山

予

審
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議
案
審
議

【
産
業
課
】

　
　
　

�
町
民
市
の
活
性
化
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　
　

�

内
容
を
検
討
し
、町
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

【
健
康
福
祉
課
】

　
　
　

�

通
学
福
祉
バ
ス
の
経
路
及
び
停
留
所
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

各
種
団
体
等
へ
の
意
見
聴
取
及
び
実
態
把
握
を

行
い
な
が
ら
、利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
す
る
。

ＱＡＱＡ

　
　
　

�

特
定
健
診
及
び
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

継
続
受
診
者
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）
及
び
未
受
診
者
、

新
規
対
象
者
へ
の
受
診
勧
奨
及
び
様
々
な
広
報

機
会
を
通
じ
て
、
積
極
的
な
周
知
を
図
り
受
診

率
向
上
に
努
力
す
る
。

　
　
　

�

あ
ん
摩
施
術
費
給
付
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の

給
付
状
況
を
勘
案
し
拡
充
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

県
内
他
市
町
の
給
付
状
況
を
調
査
し
検
討
す
る
。

【
住
民
課
】

　
　
　

�
ご
み
袋
の
有
料
広
告
掲
載
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

型
作
成
の
経
費
が
か
か
る
が
、
予
算
等
含
め
て

検
討
す
る
。

　
　
　

�

騒
音
等
の
相
談
事
案
に
対
処
す
る
た
め
、
簡
易

測
定
機
器
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

検
討
す
る
。

　
　
　

�

ご
み
減
量
化
の
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡＱ

　
　
　

�

広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
徹
底
す
る
。

　
　
　

�

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
物
給

付
の
対
象
を
中
学
生
ま
で
と
す
る
よ
う
関
係
機

関
に
要
望
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

佐
賀
県
全
市
町
の
医
療
費
助
成
手
続
の
統
一
化

の
必
要
が
あ
り
、
機
会
を
見
つ
け
て
要
請
し
て

い
く
。

【
教
育
課
】

　
　
　

�

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
質
の
向
上
及
び

指
導
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

指
導
員
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
向
上
に
努
め

る
。

ＡＱＡＱＡ

▲のらんかいバス

▲資源ごみ回収状況
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議
案
審
議

　
　
　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
効
果
的
な
も
の
と

す
る
た
め
、
指
導
者
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

県
開
催
の
研
修
会
等
に
参
加
さ
せ
、
養
成
に
努

め
る
。

　
　
　

�

い
じ
め
等
の
重
大
事
案
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
と
の
連
携
を
密
に

す
る
こ
と
。

　
　
　

�

今
ま
で
以
上
に
密
接
に
連
携
し
て
い
く
。

　
　
　

�

小
学
校
プ
ー
ル
の
夏
休
み
期
間
中
の
開
放
を
検

討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

町
民
プ
ー
ル
と
の
関
連
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

小
学
校
と
協
議
す
る
。

　
　
　

�

小
学
校
の
校
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
在
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
。

　
　
　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
協
議
し
検
討
す
る
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

【
生
涯
学
習
課
】

　
　
　

�

体
育
施
設
の
月
曜
日
の
開
館
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

検
討
を
進
め
る
。

　
　
　

�

町
民
プ
ー
ル
の
駐
車
場
確
保
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

必
要
が
あ
れ
ば
、
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　

�

少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
努
め
る
こ

と
。

ＱＡＱＡＱ

　
　
　

�

指
導
者
の
資
格
取
得
、「
地
方
創
生
」
佐
賀
段
階

チ
ャ
レ
ン
ジ
交
付
金
活
用
な
ど
を
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
協
議
し
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
に
努
め
る
。

【
文
化
課
】

　
　
　

�

文
化
財
、
遺
物
等
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
目
に

触
れ
る
よ
う
展
示
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

庁
舎
・
町
民
セ
ン
タ
ー
・
お
た
っ
し
ゃ
館
等
の

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
形
で

の
企
画
展
示
等
の
開
催
を
検
討
す
る
。

　
　
　

�

八
藤
遺
跡
（
太
古
木
）
の
保
存
事
業
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

年
次
計
画
を
策
定
し
事
業
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ＡＱＡＱＡ

▲町民プール

▲八藤遺跡の太古木（堤地区）
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予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）	
◎法人町民税� ３,１９７万２千円
◎地方交付税� １６０万７千円
◎国庫支出金
　◦障害者福祉費負担金� ２３６万１千円
　◦地域活性化・地域住民生活等緊急支援
　　交付金（地方創生）� ３，３６０万３千円
◎県支出金
　◦森林整備加速化事業補助金
� １億８，６７５万円
　◦放課後児童健全育成事業補助金
� １５４万５千円
◎市町村振興宝くじ収益配分金
�484 万６千円
◎町債の借換え� １億３９４万７千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）	
◎地方版総合戦略策定業務委託費� ５００万円
◎介護・訓練等給付費（障害者福祉）
� 　６４１万２千円
◎森林整備加速化事業補助金
　（町内木材加工会社へ）� 　１億８，６７５万円
◎プレミアム商品券補助金（町商工会へ）
� 　１，５２１万円
◎先進的英語教育推進事業委託費
　（小学校３～６年生対象）� １，５８１万４千円
◎町債の繰り上げ償還�　１億３９４万８千円

一 般 会 計 本会期までの累計

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

平成２6年度　　正予算補
２億３，９７８万５千円増額して、総額４１億９，１８８万３千円となる。

特 別 会 計 議長交際費の支出状況（平成26年度下半期）

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

農業集落排水特別会計
２３６万２千円を増額し、６億４，４６５万６千円となる

２５万５千円を減額し、９，７１４万円となる

４００万８千円を増額し、１０億３，１８４万２千円となる

歳入
41億
9,188万
3千円

歳出
41億
9,188万
3千円

町税
14億1,357万７千円
33.7%

地方交付税
８億2,515万７千円
19.7%

国庫支出金
４億7,302万６千円
11.3％

県支出金
４億6,360万４千円
11.1％

繰入金
１億8,535万７千円
4.4％

町債
２億8,606万５千円
6.8％

繰越金
１億8,092万４千円
4.3％

その他
３億6,417万３千円
8.7%

総務費
５億3,895万２千円
12.9％

民生費
10億2,626万円
24.5%

衛生費
５億6,683万３千円
13.5%

農林水産業費
５億6,591万２千円
13.5%

土木費
１億5,817万１千円
3.8%

消防費
１億4,995万４千円
3.6%

教育費
４億7,389万３千円
11.3%

公債費
５億6,489万７千円
13.5%

その他
１億4,701万１千円
3.4%

区分 支出金額 支出内容
会費 5,000円 上峰町遺族会懇談会
〃 3,000円 上峰町文化祭反省会
〃 5,000円 三神地区環境事務組合懇親会
お礼 6,480円 全議員視察研修受け入れ先へ
お祝 10,000円 米多浮立お旅所落成
献花 32,400円 現職議員の母葬儀
合計 61,880円
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９
向
井　
　
正

吉
田　
　
豊

田
中　
静
雄

原
田　
　
希

寺
﨑　
太
彦

漆
原　
悦
子

井
上　
正
宣

吉
富　
　
隆

碇　
　
勝
征

1 上峰町監査委員の選任について 同意 ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 上峰町行政手続条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 上峰町保育の必要性の認定に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 上峰町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 上峰町保育の実施に関する条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 上峰町歯と口腔の健康づくり推進条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 上峰町教育委員会教育長の勤務時間その他勤務条件に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 上峰町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 上峰町先進的ＩＣＴ利活用教育推進基金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 上峰町教育委員会教育長の給与等に関する条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 教育振興基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 町道路線の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 平成26年度上峰町一般会計補正予算（第7号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 平成26年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 平成26年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 平成26年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 平成２７年度上峰町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 平成２７年度上峰町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 平成２７年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 平成２７年度上峰町土地取得特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 平成２７年度上峰町農業集落排水特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 上峰町議会委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 上峰町副町長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
− 農業の持続的発展等に向けた農政重要課題に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
− 予算特別委員会審査報告書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）
※第１号議案については、吉田議員は当事者であるため、採決には加われません。

平成27年　第1回臨時会・第1回定例会　議案賛否表

議
長
あ
い
さ
つ

議
長　
大
川　
隆
城

　
桜
の
花
が
満
開
に
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
思
い
が
け
な

い
大
雨
で
散
っ
て
し
ま
い
、
今
年
の
花
見
は
あ
っ
け
な
く

終
わ
り
、
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　
さ
て
、
１
月
の
議
会
の
改
選
に
よ
り
新
メ
ン
バ
ー
が
揃

い
、
議
会
構
成
も
決
ま
り
こ
の
た
び
議
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
住
み

よ
い
町
を
め
ざ
し
て
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い
、
そ
の
思

い
で
一
杯
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
年
度
当
初
予
算
を
審
議
す
る
３
月
定
例
会
も
会
期
延

長
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
第
１
は
副
町
長
が
八
谷
氏
に
代

わ
り
文
部
科
学
省
出
身
の
米
本
氏
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
。

第
２
に
教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
、
５
人
体
制
か
ら
８

人
体
制
に
な
り
、
新
教
育
委
員
４
名
の
方
が
選
任
さ
れ
た

こ
と
等
で
し
た
。
米
本
副
町
長
に
は
文
科
省
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
基
に
、
教
育
関
係
を
主
と
し
て
町
全
体
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
期
待
し
、
８

人
体
制
と
な
っ
た
教
育
委
員
会
に
は
幅
広
い
年
代
層
か
ら

総
合
教
育
会
議
等
で
の
協
議
、
意
見
集
約
に
よ
る
教
育
行

政
の
充
実
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
行
政
に
お
い

て
様
々
な
情
報
発
信
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
議
会
も

そ
れ
に
伴
い
動
画
配
信
等
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
行
政
と
議
会
、
車
の
両
輸
の
如
く

お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
町
内
外
か
ら
「
良
い
町
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
議
会
一
同
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○は賛成　×は反対
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一般
質問
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

答
税
務
課
長　
滞
納
対

策
に
つ
い
て
は
、
佐

賀
県
滞
納
整
理
推
進
機

構
と
連
携
強
化
し
、
迅

速
で
効
果
的
な
滞
納
整

理
の
推
進
に
努
め
る
。

問
集
落
営
農
組
織
の
法

人
化
に
つ
い
て
執
行

部
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
集
落
営

農
組
織
と
行
政
と
の

協
議
の
場
を
作
り
、
方

向
性
を
見
い
出
し
て
い

き
た
い
。

問
大
字
江
迎
地
区
排
水
機

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
課
長　
近
年
の

気
象
の
急
激
な
変
化

に
よ
る
集
中
豪
雨
で
、
災

害
も
懸
念
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
、
関
係

機
関
へ
の
要
望
を
重
ね
て

い
く
。

要望
早
急
に
対
応
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　
地
方
公
共
団
体
で
あ
る

上
峰
町
に
配
置
さ
れ
て
い

る
行
政
委
員
会
、
教
育
委

員
会
、
議
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
色
々
な
団
体
も

対
象
と
な
る
。

要望
是
非
と
も
、
施
政
方

針
で
、
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
時
代
だ
と
思
う
の
で
、

事
業
計
画
を
立
て
て
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
今
後

の
教

育
方
針
に

つ
い
て
伺

う
。答

教
育

長　

総
合
教
育

会
議
の
な

か
で
、
改

正
地
方
教

育
行
政
法

に
基
づ
き

対
応
す
る
。

問
教
育
委
員
会
８
人
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
長　
教
育
委
員

を
８
人
と
す
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
の
多
様
な

意
見
・
希
望
・
期
待
を
収

集
し
、
課
題
解
決
に
素
早

く
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
様
々
な
分
野
か
ら

８
人
の
教
育
委
員
を
選
任

し
、
①
幼
保
教
育
に
関
す

る
こ
と
、
②
小
学
校
教
育

に
関
す
る
こ
と
、
③
中
学

校
教
育
に
関
す
る
こ
と
、

④
生
涯
学
習
・
社
会
体

育・文
化
に
関
す
る
こ
と
、

以
上
４
つ
の
分
野
を
２
人

ず
つ
の
委
員
で
担
っ
て
い

た
だ
く
。

問
町
税
滞
納
に
つ
い

て
、
個
人
滞
納
額
の

１
～
２０
位
ま
で
の
合
計

が
４
、１
２
４
万
円
あ
ま

り
、
法
人
の
滞
納
額
の

１
～
２０
位
ま
で
の
合
計

が
６２８
万
円
あ
ま
り
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
滞
納
対
策
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

町
税
滞
納
対
策
は

問

効
果
的
な
滞
納
整
理
を
推
進

答

先
進
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は

問

幅
広
い
情
報
発
信
を
行
う

答

町農業振興について

関係機関と連携

問

答

教育方針は問

教育行政法により行う答

吉富　隆 議員

問
先
進
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
長　

光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
使
っ
た
幅
広

い
情
報
発
信
を
家
庭
の
テ

レ
ビ
に
流
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
又
、
限

ら
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々

に
限
ら
れ
た
分
野
の
行
政

情
報
し
か
発
信
で
き
な

か
っ
た
環
境
と
違
い
、
随

分
安
価
で
手
軽
に
導
入
で

き
る
と
い
う
時
代
が
き
た

と
考
え
て
い
る
。

大字江迎地区の冠水状況
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一
般
質
問

問
学
童
保
育
の
現
状
と

改
革
に
つ
い
て
。

答
教
育
課
長　
小
学
６

年
迄
の
対
象
児
童

を
、
小
学
校
体
育
館
２

階
を
活
用
し
１９
時
ま
で

時
間
延
長
保
育
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
定
員

の
拡
充
を
図
り
改
革
す

る
。問

「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
」
と

い
う
概
念
で
、
各
区
の

公
民
館
を
活
用
し
て
で

き
な
い
か
。

答
教
育
課
長　
子
ど
も

を
預
か
っ
て
、
万
一

の
事
故
対
応
を
考
え
る

と
無
理
が
あ
る
。

問
出
生
祝
金
の
創
設
に

つ
い
て
。

答
住
民
課
副
課
長　
県

内
２０
市
町
中
５
市
町

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

支
給
形
態
、
ア
イ
デ
ア

を
も
と
に
検
討
し
た
い
。

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購

入
に
助
成
を
。

問
上
峰
町
の
人
口
を
減

少
さ
せ
な
い
た
め
に

は
他
市
町
並
の
行
政
支

援
で
は
、
上
峰
町
に
住

み
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
は
な
ら
な
い
。
他
の

市
町
で
は
や
っ
て
い
な

い
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
案
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
他
市
町
か
ら
、

上
峰
に
行
こ
う
、
上
峰

に
住
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
は
な
ら
な
い
。

他
の
市
町
よ
り
一
歩
前

問
健
康
食
品
と
し
て
、

エ
ゴ
マ
油
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
上

峰
町
の
特
産
品
に
で
き

な
い
か
。

答
産
業
課
長　
エ
ゴ
マ

が
健
康
に
良
い
と
い

う
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
県
や
Ｊ
Ａ
の
推
奨

農
産
物
で
無
い
の
で
厳

し
い
。

に
出
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
を
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
徹
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
こ
で
、
三
養

基
西
部
土
地
開
発
公
社

の
活
用
で
分
譲
宅
地
が

で
き
な
い
か
。

答
企
画
課
長　
実
質
公

債
費
比
率
が
１８
％
以

上
と
い
う
状
況
で
、
新

た
な
債
務
負
担
行
為
を

起
こ
せ
な
い
状
況
に
あ

る
。

要望
シ
ソ
科
の
作
物
で
あ

り
、
無
農
薬
栽
培
も

可
能
と
思
料
さ
れ
る
の

で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
集
落
営
農
組

合
の
法
人
化
の
推
進
と

い
う
こ
と
で
、
積
極
的

に
地
区
説
明
会
等
を
実

施
し
、
モ
デ
ル
集
落
が

法
人
化
で
き
る
よ
う
推

進
し
て
ほ
し
い
。

吉田　豊 議員

定
住
化
対
策
は

新
た
な
責
務
負
担
行
為
は

起
こ
せ
な
い

問
答

農
業
振
興
方
策
は

法
人
化
を
推
進
す
る

問
答

子
育
て
支
援
の
充
実
と

強
化
は

拡
充
に
努
め
る

問
答

答
教
育
課
長　
県
立
高

校
１
年
生
に
平
成
２６

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

県
内
で
は
、
助
成
の
実

態
は
な
い
。

問
医
療
費
助
成
の
現
状

と
拡
大
に
つ
い
て
。

答
住
民
課
副
課
長　
現

在
、
小
中
学
生
に
対

応
し
て
い
る
。
今
後
も

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

高齢者の生き
がい対策は問

今後勉強する答

子育て支援看板

問
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
と
認
知
症
予
防

対
策
に
つ
い
て
。

答
健
康
福
祉
課
長　
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

を
通
じ
、
色
々
な
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

問
新
聞
報
道
に
よ
る

と
、
長
野
県
松
川
村

で
は
高
齢
者
比
率
が
非

常
に
高
い
が
、
元
気
な

老
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
だ
。
松
本
大
学
の
調

査
結
果
で
は
、「
親
子
三

世
代
同
居
に
よ
る
生
活

不
安
が
無
く
、
趣
味
を

持
っ
て
い
る
。」
と
結
ば

れ
て
い
る
が
ど
う
思
う

か
。答

健
康
福
祉
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も

出
て
い
る
の
で
、
今
後

勉
強
し
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
。

要望
ど
う
す
れ
ば
、
親
子

三
世
代
同
居
、
四
世

代
同
居
が
可
能
に
な
る

か
施
策
を
考
え
て
ほ
し

い
。
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一
般
質
問

問
地
方
創
生
人
材
支
援

制
度
と
新
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
関
連
は
。

答
企
画
課
長　
地
方
創

生
に
積
極
的
に
取
り

組
む
市
町
村
に
対
し
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
国

家
公
務
員
を
副
町
長
と

し
て
派
遣
し
、
地
域
再

生
を
支
援
す
る
た
め
に

国
が
設
け
た
制
度
で
あ

る
。答

文
化
課
長　
新
地
域

再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

事
業
は
、
ふ
る
さ
と
学

館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

を
実
行
す
る
た
め
、
有

問
変
則
五
差
路
改
良
は

再
三
再
四
申
し
上
げ

て
き
た
。
長
年
の
懸
案

道
路
で
、
通
行
す
る
町

内
外
の
皆
さ
ん
が
早
期

の
改
良
を
待
望
さ
れ
、

３００
名
以
上
の
署
名
も
い

た
だ
い
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

答
建
設
課
長　
変
則
五

差
路
改
良
だ
け
で
は

補
助
金
が
つ
き
に
く
い

の
で
、
三
上
北
道
路
改

良
と
合
わ
せ
整
備
の
方

向
で
協
議
中
で
あ
る
。

識
者
に
年
間
６
回
程
お

い
で
い
た
だ
き
、
ふ
る

さ
と
学
館
が
抱
え
る
諸

問
題
解
決
に
助
言
を
受

け
て
、
今
後
の
方
策
を

策
定
す
る
事
業
で
あ
る
。

問
地
方
創
生
人
材
派

遣
、
地
域
再
生
職
員

派
遣
を
要
請
・
申
請
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答
企
画
課
長　
シ
テ
ィ

ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
副
町
長
）
は
、
内
閣
府

よ
り
派
遣
内
示
を
受
け

て
い
る
。

　

現
在
３
つ
の
改
良
案

が
で
き
て
い
る
が
、
こ

の
見
直
し
も
含
め
て
再

度
検
討
中
で
あ
る
。

要望
具
体
的
な
行
動
を
起

こ
さ
な
い
と
、
こ
の

案
件
は
動
か
な
い
の
で

行
動
す
べ
き
だ
。

答
文
化
課
長　
地
域
総

合
整
備
財
団
に
、
外

部
人
材
派
遣
環
境
整
備

型
の
申
請
中
で
あ
る
。

問
地
方
創
生
の
目
的
に

沿
っ
た
形
で
、
対
応

さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
創
成
会
議
（
有

識
者
グ
ル
ー
プ
）
が
、

将
来
設
計
（
３０
年
後
）

の
中
で
「
女
性
人
口
が

半
減
し
」、
消
滅
可
能
性

都
市
が
出
て
く
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

創
生
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
・
創
生
総
合
戦
略
等

を
立
て
て
、
子
育
て
支

援
策
な
ど
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
有
言
実
行

で
お
願
い
し
た
い
。

答
町
長　
地
方
創
生
人

材
派
遣
の
シ
テ
ィ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
き
、

私
も
含
め
て
今
後
の
政

策
力
を
磨
く
た
め
に
取

り
組
む
。

　

地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、
ふ
る
さ
と

学
館
・
図
書
館
を
活
用

す
る
上
で
い
ろ
ん
な
ア

イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、

町
民
の
皆
様
に
納
得
い

た
だ
け
る
政
策
と
し
た

い
。問

庁
内
ロ
ビ
ー
・
職
員

配
置
ス
ペ
ー
ス
内
に

観
葉
植
物
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
来
庁
さ
れ
る

町
民
の
皆
様
、
職
員
の

皆
様
に
、
目
の
保
養
・

精
神
的
な
保
養
、
い
わ

ゆ
る
癒
し
の
空
間
が
確

保
さ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
、
緑
の
パ
ワ
ー
を

い
た
だ
き
健
康
面
に
つ

碇　勝征 議員

地
方
創
生
人
材
支
援
制

度
と
は

国
家
公
務
員
を
副
町
長
と
し
て

派
遣

問
答

変
則
五
差
路
改
良
の
取

組
姿
勢
は

三
上
北
道
路
と
合
わ
せ
て

検
討
中

問
答

ほ
か
に

○�

袋
小
路
（
井
手
口
）

の
解
消
対
応
は

○�

歩
道
（
役
場
西
）
の

水
た
ま
り
解
消
は

○�

行
政
区
の
見
直
し

は

観葉植物の配置は問

配置に向けて検討答

な
が
る
の
で
、
取
り
組

め
な
い
か
。

答
副
町
長　
観
葉
植
物

が
醸か

も

し
出
す
効
果

は
、
空
気
清
浄
・
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
や
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
、
目
の
疲
れ
を

緩
和
す
る
効
果
な
ど
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

配
置
場
所
等
を
含
め
て

設
置
が
可
能
か
ど
う
か
、

検
討
す
る
。
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一
般
質
問

問
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。
防
犯
上
の

問
題
、
管
理
さ
れ
ず
雑

草
の
繁
茂
、
放
火
さ
れ

た
り
と
、全
国
で
は
様
々

な
問
題
が
お
き
て
い
る

が
、
町
内
の
状
況
は
ど

注
意
を
要
す
る
方
が
対

象
で
、
警
備
会
社
へ
通

報
が
入
る
体
制
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
等
の
緊

急
時
に
つ
い
て
は
要
援

護
者
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
、
そ
の
方

の
緊
急
連
絡
先
や
地
域

の
協
力
員
等
に
連
絡
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
登
録
者
２０５
名
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
１３４

名
。
ま
た
、
高
齢
者
の

み
世
帯
は
４２
名
、
同
居

の
方
は
２９
名
で
す
。
町

内
の
独
居
老
人
の
数
は

平
成
２７
年
２
月
現
在
３５５

名
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
は
２９３
世
帯
あ
る
。

答
町
長　
光
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
対
応
を
考

え
て
い
る
。
電
源
の
オ

ン
・
オ
フ
を
確
認
す
る

事
で
見
守
り
に
も
資
す

る
事
業
と
考
え
て
安
否

の
確
認
、
見
守
り
等
が

行
き
届
か
な
い
住
民
の

方
々
に
対
す
る
施
策
と

し
て
考
え
て
い
る
。

名
の
指
導
者
が
い
る
。

問
青
少
年
を
社
会
奉
仕

活
動
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
、
郷
土
に
愛
着

を
持
つ
こ
と
と
文
武
両

道
で
立
派
な
社
会
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
が
。

答
町
長　
提
案
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
つ

い
て
、
大
変
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
教
育
委
員
会
に

い
ろ
い
ろ
確
認
し
て
も

ら
い
、
社
会
貢
献
事
業

の
推
進
に
向
け
て
協
力

を
要
請
し
て
い
く
。

問
独
居
老
人
の
緊
急
時

の
連
絡
や
、
相
談
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

か
。答

健
康
福
祉
課
長　
高

齢
者
へ
の
施
策
と
し

て
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
設
置
が
あ
り
、
現

在
の
利
用
者
は
３５
名
で

あ
る
。
お
お
む
ね
６５
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
病
弱
な
方
や
、
日
常

生
活
を
営
む
上
で
常
時

問
青
少
年
育
成
の
今
後

の
取
り
組
み
で
、
特

に
今
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
指
導
者
は
仕
事
傍
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
る
。
若
い
指
導
者

を
育
成
し
て
、
今
後
、

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。
町
長
も
指

導
者
育
成
と
活
性
化
を

所
信
表
明
さ
れ
て
い
る

が
。答

生
涯
学
習
課
長　
上

峰
町
内
に
は
６
団
体

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

あ
る
。
指
導
者
の
皆
様

に
は
日
々
の
活
動
を
通

し
て
青
少
年
健
全
育
成

に
努
め
て
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
し
て
い
る
。

町
内
に
は
１０
名
の
有
資

格
指
導
者
と
一
般
の
１９

名
の
指
導
者
、
合
計
２９

う
か
。

答
住
民
課
副
課
長　
現

在
掌
握
し
た
空
き
家

は
５１
軒
。
状
況
の
悪
い

空
き
家
は
５
軒
。
今
後
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
等

を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

答
町
長　
空
き
家
の
状

況
を
把
握
し
て
い
る

の
で
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
等
を
含
め
、
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
条
例
整

備
を
早
急
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

答
総
務
課
長　
町
内
で

は
、
空
き
家
に
放
火

さ
れ
た
事
例
は
な
い
。

指
導
者
の
育
成
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
は

若
い
指
導
者
を
育
成

問
答

井上　正宣 議員

空き家対策は

空き家バンク制度を検討

問

答

高齢者のひとり暮らし
対策は

地域の協力員と連携

問

答
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一
般
質
問

問
平
成
２７
年
４
月
１
日

よ
り
、
新
教
育
委
員

会
制
度
と
い
う
こ
と
で
、

新
し
い
体
制
に
な
っ
て

か
ら
教
育
行
政
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
か
れ

る
か
、
新
教
育
長
と
し

て
の
所
信
を
伺
う
。

答
教
育
長　
町
教
育
の

基
本
方
針
の
中
に
教

育
活
動
を
支
え
る
環
境

整
備
、
文
化
財
等
の
新

保
護
、
夢
と
感
動
と
活

力
を
生
む
生
涯
学
習
の

振
興
を
上
げ
て
い
る
。

学
力
に
つ
い
て
は
ご
理

解
い
た
だ
け
る
と
思
っ

問
新
教
育
委
員
会
制
度

に
な
り
、
機
能
の
強

化
を
図
ら
れ
て
い
る
中

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
の
必
要
性
を
考
え

て
い
る
の
で
、
教
育
委

員
会
、
教
育
長
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
も
の
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
力
を

注
い
で
い
き
た
い
。

　

新
し
く
、
新
教
育
委

員
会
制
度
が
発
足
す
る

中
で
誠
心
誠
意
頑
張
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
学
力
向
上
に
対
す
る

勢
い
は
感
じ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
分
野
に
つ

い
て
も
強
化
し
て
い
た

だ
き
、
全
体
的
に
均
等

に
力
を
注
い
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
。

答
教
育
長　
基
本
は
、

知
・
徳
・
体
の
３
つ

を
柱
に
、
こ
れ
が
備
っ

た
子
ど
も
達
の
育
成
を

し
て
い
く
。

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

答
教
育
長　
例
え
ば
、

青
少
年
の
育
成
会
議

が
あ
る
。
そ
の
場
で
様
々

な
課
題
が
出
た
時
に
、
ど

新
教
育
長
の
所
信
を
伺
う

知
・
徳
・
体
を
柱
で
指
導

問
答

各
関
係
機
関
の
連
携
を

ど
う
考
え
る
か

話
し
合
う
こ
と
が
重
要

問
答

原田　希 議員

う
解
決
す
る
か
、
ど
う
い

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
し
て
い
く
か
考
え
る
。

こ
れ
が
横
の
連
携
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
全
て
に

個
人
情
報
が
絡
ん
で
く
る

事
例
が
多
く
な
っ
て
く
る

の
で
、
守
秘
義
務
を
ど
れ

だ
け
か
け
ら
れ
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思

う
が
、こ
れ
は
横
の
連
携
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
だ

と
考
え
て
い
る
。

問
私
自
身
、
様
々
な
団

体
間
で
連
携
が
と
れ

て
い
な
い
と
感
じ
る
こ

と
が
多
い
。
教
育
長
が

し
っ
か
り
と
し
た
大
き

な
方
針
を
示
す
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

答
教
育
長　
横
の
連
携

と
は
、
そ
の
場
に
お

い
て
話
を
す
る
こ
と
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

る
。

問
そ
う
な
る
と
、
会
議

を
し
な
い
団
体
間
で

は
連
携
が
取
れ
な
い
と

思
う
が
。

答
教
育
長　
そ
の
場
で

話
を
す
れ
ば
、
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
で
は

連
携
は
ど
う
し
よ
う
か

と
お
の
ず
と
み
ず
か
ら

の
判
断
で
で
き
る
と
思

う
。答

町
長　
地
区
懇
談
会

に
お
い
て
も
横
の
連

携
の
必
要
性
を
毎
回
言

わ
れ
る
。

　

教
育
委
員
会
の
方
向

性
が
伝
わ
っ
て
な
い
か

ら
と
い
う
こ
と
で
片
づ

け
る
の
も
、
い
さ
さ
か

飛
躍
も
あ
る
か
と
思
う

が
、
教
育
長
の
方
向
性

を
し
っ
か
り
打
ち
出
し
、

ま
た
全
戸
に
配
信
す
る

仕
組
み
等
を
利
用
し
な

が
ら
伝
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

ほ
か
に

○�

オ
ン
ラ
イ
ン
補
充
学
習
の
効
果
は

○�

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
の
具
体
的
な
中
身
は

ICTを活用した学力向上の取り組み（上峰中学校）
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一
般
質
問

問
上
峰
町
の
人
口
は
既

に
減
少
の
域
に
入
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
町

長
の
認
識
は
。

答
町
長　
世
帯
数
は
増

加
傾
向
、
一
世
帯
当

り
の
人
数
は
減
少
傾
向
、

伸
び
ど
ま
り
の
傾
向
に

あ
る
が
、
人
口
減
少
局

面
に
入
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

問
い
ず
れ
人
口
減
少
は

や
っ
て
来
る
。
人
口

増
の
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
町
内
で
働
け
る
雇

用
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
設
備
投
資
ま
た

ペ
ー
ジ
等
に
全
県
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
、
雇
用
の
創

出
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
場
所
、
住
宅

地
の
形
成
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

答
建
設
課
長　
さ
ら
な

る
住
宅
地
の
形
成
を

は
か
る
た
め
に
、
道
路

整
備
や
上
下
水
道
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

民
間
活
力
を
活
用
し

な
が
ら
、
ま
た
大
規
模

開
発
の
道
路
整
備
は
補

助
事
業
で
進
め
る
。
町

内
を
走
る
基
幹
道
路
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
を
行
い
、
住
宅
地

の
形
成
促
進
を
は
か
る
。

要望
道
路
が
悪
い
と
こ
ろ

に
は
人
は
寄
っ
て
来

な
い
。
財
政
的
に
苦
し

い
と
思
う
が
、
精
力
的

な
取
り
組
み
を
要
望
す

る
。

は
新
規
事
業
の
誘
致
等

の
働
き
か
け
と
、
そ
の

結
果
は
。

答
企
画
課
長　
企
業
誘

致
で
は
、
ホ
リ
カ
ワ

産
業
跡
地
を
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
用
地
と
し
て
貸
し

出
し
て
い
る
。
大
規
模

な
企
業
誘
致
を
お
こ
な

う
工
業
用
地
は
保
有
し

て
い
な
い
が
、
企
業
が

進
出
可
能
な
土
地
の
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
を
や
り
、

ま
た
貸
地
の
申
し
出
が

あ
る
場
合
は
、
県
の
企

業
立
地
課
に
も
登
録
し
、

県
お
よ
び
町
の
ホ
ー
ム 田中　静雄 議員

町道三上２号線

町道三上北南北１号線

人
口
減
少
対
策
は

問

雇
用
の
創
出
、
住
宅
地
の
形
成

を
は
か
る

答

三
上
北
地
区
の
道
路
整
備

の
進
捗
状
況
は

問

防
衛
省
と
協
議
中

答

問
平
成
２１
年
に
請
願
書

を
提
出
し
、
今
ま
で

に
も
議
会
で
度
々
質
問

が
あ
っ
た
が
、
町
道
と

は
い
え
車
も
通
行
で
き

な
い
。
ま
た
雨
水
の
排

水
路
が
未
整
備
の
た
め
、

宅
地
化
が
難
し
く
中
央

部
は
空
洞
化
の
状
況
に

な
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

答
建
設
課
長　
大
変
お

待
た
せ
し
て
申
し
わ

け
な
く
思
っ
て
い
る
。

財
政
的
な
こ
と
も
あ
り
、

補
助
事
業
に
よ
る
整
備

と
い
う
こ
と
で
防
衛
省

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

南
北
の
排
水
路
の
整
備

も
含
め
て
計
画
し
、
上

司
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

問
「
の
ら
ん
か
い
バ
ス
」

が
離
合
可
能
な
幅
員

を
要
望
す
る
。
ま
た
地

区
住
民
の
方
々
へ
の
説

明
が
必
要
と
思
う
が
、

そ
の
考
え
は
。

答
建
設
課
長　
調
査
設

計
の
段
階
で
地
権

者
、
地
区
の
方
々
に
は

全
体
的
な
説
明
を
お
こ

な
う
。

ほ
か
に

○�

児
童
・
生
徒
た
ち

の
い
じ
め
問
題
に

つ
い
て
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一
般
質
問

目達原駐屯地のヘリコプター

問
全
国
の
住
宅
に
占
め

る
空
き
家
の
割
合
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

町
内
で
の
現
状・対
策
は
。

答
住
民
課
副
課
長　
空

き
家
は
平
成
２４
年
９

月
現
在
で
、
５１
件
確
認

し
て
い
る
。
今
年
の
２

月
に
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
が
一
部
施
行
さ

れ
て
い
る
の
で
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
方
向

性
を
見
出
し
て
い
き
た

い
。答

町
長　
現
在
、
条
例

整
備
の
調
査
中
で
あ

問
佐
賀
空
港
移
設
に
伴

う
町
の
考
え
は
。

答
副
町
長　
住
民
の
安

全
や
平
穏
な
暮
ら
し

を
守
る
立
場
を
考
え
、

国
の
安
全
保
障
制
度
に

は
協
力
す
る
こ
と
が
務

め
で
あ
る
。

問
町
民
の
皆

様
の
不
安

解
消
の
た
め
、

影
響
を
含
め
情

報
を
流
し
て
欲

し
い
が
。

答
企
画
課
長

防
衛
省
佐

賀
県
連
絡
調
整

事
務
所
を
今
年

２
月
に
訪
問
。

オ
ス
プ
レ
イ
配

備
問
題
が
一
番

で
、
佐
賀
空
港

使
用
の
め
ど
が

立
た
な
け
れ
ば

る
。
住
民
課
で
一
元
化

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
取
り
ま
と
め
て
い

く
。問

長
期
の
不
在
理
由
で

の
空
き
家
の
防
犯
対

策
は
。

答
町
長　
地
区
か
ら
の

情
報
を
受
け
、
警

察
・
関
連
機
関
へ
の
連

絡
も
密
に
対
応
し
て
い

る
。

ヘ
リ
部
隊
移
設
に
進
ま

な
い
の
で
、
具
体
的
に

回
答
で
き
る
状
態
で
は

な
い
と
の
こ
と
。
ヘ
リ

部
隊
の
移
設
情
報
は
、

町
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
随
時
掲
載
し
て
い
る
。

漆原　悦子 議員

空
き
家
対
策
現
状
は

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
等
を
整
備

中

問
答

ヘ
リ
部
隊
移
設
で
の
行
政

の
取
り
組
み
は

町
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
情
報

掲
載

問
答

問
ひ
と
り
暮
ら
し
・
高

齢
者
の
見
守
り
の
現

状
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
高

齢
者
へ
の
施
策
は
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設

置
・
安
否
確
認
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ま

た
、
民
生
児
童
委
員
・

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
訪
問
も
し
て

い
る
。

答
町
長　
町
の
福
祉
計

画
が
最
終
段
階
ま
で

来
て
い
る
。
平
成
２９
年

度
か
ら
単
独
事
業
に
な

る
流
れ
な
の
で
、
福
祉

政
策
に
各
種
団
体
サ
ー

ク
ル
等
を
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
費
用
が
無
料

の
市
町
も
あ
る
が
見
直

し
は
で
き
な
い
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
設

置
費
（
８
、６
４
０

円
）
は
周
り
の
市
町
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
す

る
。問

独
居
老
人
や
高
齢
者

の
緊
急
時
の
対
応
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
災

害
の
緊
急
時
は
、
要

援
護
者
台
帳
登
録
者
２０５

名
に
は
、
緊
急
連
絡
者

や
地
域
の
協
力
員
に
連

絡
し
対
応
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

町
内
に
２９３
世
帯
あ
り
、

行
政
・
区
長
・
民
生
児

童
委
員
と
連
携
協
力
し

て
対
処
し
て
い
く
。

独居老人等の見守り・
緊急時の対応は

福祉政策に各種団体サーク
ル等を活用したい

問

答
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一
般
質
問

問
平
成
２７
年
度
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
が

導
入
さ
れ
る
が
。

答
企
画
課
長　
国
民
に

個
人
番
号
を
付
番

し
、国
、県
の
行
政
機
関
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
、

複
数
の
機
関
の
個
人
情

報
を
同
一
で
あ
る
と
確

認
を
行
い
、
社
会
保
障
・

税
制
度
の
効
率
性
・
透

明
性
を
高
め
、
国
民
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い

公
平
・
公
正
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
社
会

基
盤
で
あ
り
、
行
政
手

続
き
に
お
け
る
特
定
の

価
と
は
、
職
員
が
果
た

す
べ
き
職
務
を
ど
の
程

度
達
成
し
た
か
把
握
。

そ
し
て
、
誰
が
評
価
を

す
る
か
決
め
、
評
価
者

の
訓
練
を
す
る
。
ま
た
、

業
務
遂
行
状
況
を
振
り

返
り
自
己
申
告
を
実
施
。

面
談
し
、
評
価
に
対
す

る
苦
情
対
応
の
仕
組
み

を
整
備
す
る
。

問
人
材
育
成
の
た
め
の

制
度
で
な
い
と
い
け

な
い
。理
想
の
職
員
像
は
。

答
総
務
課
長　
人
事
評

価
を
最
大
限
活
用

し
、
難
が
あ
れ
ば
矯
正

し
、
職
員
全
体
の
資
質

の
向
上
を
図
る
。

法
人
１
件
３０
万
円
、
個

人
が
５
万
円
の
２
件
で

計
４０
万
円
で
す
。

問
地
域
振
興
を
考
え
て

返
礼
品
の
充
実
は
。

答
企
画
課
長　
総

務
省
か
ら
、
換

金
率
が
高
す
ぎ
る
の

は
自
粛
の
要
請
が
あ

る
。

　
納
税
額
等
を
検
討

し
、
変
更
が
必
要
で

あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
新
た
な
人
事
評
価
制

度
と
は
。

答
総
務
課
長　
人
事
管

理
で
は
、
能
力
お
よ

び
実
績
に
基
づ
く
人
事

管
理
の
徹
底
と
、
職
務

を
遂
行
す
る
能
力
お
よ

び
挙
げ
た
業
績
を
把
握

し
た
上
で
行
わ
れ
る
人

事
評
価
制
度
を
導
入
し
、

こ
れ
と
任
用
、
給
与
、

分
限
そ
の
他
の
人
事
管

理
の
基
礎
と
す
る
。
そ

れ
か
ら
、
分
限
事
由
の

明
確
化
。

　

評
価
の
方
法
は
、
職

員
の
職
務
上
の
行
動
等

と
通
じ
て
顕
在
化
し
た

能
力
を
把
握
。
業
績
評

問
今
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
状
況
は
。

答
企
画
課
長　
今
年
度

は
、
２
月
末
時
点
で

３
件
の
納
税
が
あ
り
、

個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。

　

導
入
後
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
申
請
者
が
窓

口
で
提
出
す
る
書
類
が

簡
素
化
さ
れ
、
手
続
き

の
迅
速
化
、
ま
た
、
正

確
性
が
増
す
。

問
ど
の
よ
う
な
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
か
。

答
企
画
課
長　
個
人
情

報
を
一
元
的
な
管
理

を
し
な
い
。
ま
た
、
個

人
番
号
を
直
接
用
い
ず
、

符
号
を
用
い
た
情
報
連

新
た
な
人
事
評
価
制
度
は

能
力
・
実
績
で
評
価

問
答

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

３
件
で
４０
万
円

問
答

寺﨑　太彦 議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
と
は

問

個
人
番
号
を
付
番

答

携
を
実
施
、
暗
号
化
を

す
る
。
ま
た
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
等
で
ア
ク
セ

ス
制
御
を
し
ア
ク
セ
ス

の
で
き
る
人
の
制
限
、

管
理
の
実
施
、
通
信
の

暗
号
化
を
実
施
し
て
い

く
。

ほ
か
に

○�

新
た
な
企
業
誘
致
政
策
は

○�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は

○�

防
災
行
政
無
線
整
備
の
進
捗
は

○�

消
防
署
で
は
デ
ジ
タ
ル
無
線
が
導
入
さ
れ
た
が
、

団
員
へ
の
連
絡
は

○�

消
防
格
納
庫
に
は
ト
イ
レ
が
な
い
が
そ
の
対
応
は

ふるさと納税の返礼品
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一
般
質
問

移
住
希
望
者
へ
の
情
報

発
信
は

情
報
発
信
を
進
め
て
い
く

問
答

鎮西山キャンプ場のUFOテント

御
祝

向井　正 議員

問
県
内
の
多
く
の
自
治

体
が
、
少
子
化
対
策

と
し
て
子
育
て
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
上

峰
町
で
も
出
生
祝
い
金

を
取
り
組
め
な
い
か
。

答
住
民
課
副
課
長　
隣

接
す
る
み
や
き
町
・

吉
野
ヶ
里
町
な
ど
県
内

５
町
が
実
施
し
て
い
る

が
、
本
町
と
し
て
は
出

産
後
の
助
成
と
い
う
こ

と
が
、
ま
ず
第
一
の
課

題
と
考
え
て
い
る
。

　

町
独
自
の
出
生
祝
い

金
の
支
給
希
望
も
ニ
ー

ズ
調
査
に
上
が
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
町
長
と

協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

問
新
聞
等
で
都
市
部
在

住
の
４
割
の
若
い
男

女
が
、
地
方
移
住
を
希

望
・
検
討
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
町
と
し

て
も
移
住
希
望
者
へ
の

情
報
発
信
を
す
べ
き
と

思
う
が
。

答
副
町
長　
移
住
希
望

者
へ
の
情
報
提
供
体

制
が
不
十
分
な
の
で
、

本
町
と
し
て
も
積
極
的

に
情
報
発
信
に
取
り
組

む
。問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移

住
希
望
者
向
け
サ
イ

ト
を
掲
載
し
て
は
と
思

う
が
。

答
副
町
長　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
際
、
上
峰
町
の

い
い
と
こ
ろ
が
よ
く
わ

出生祝い金制度の
取り組みは

検討していく

問

答

か
る
よ
う
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
を
検
討

す
る
。鎮西山の利活用は

安心・安全な維持管理に努める

問

答

問
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

の
施
設
管
理
は
十
分

で
あ
る
か
。
ま
た
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
テ
ン

ト
は
撤
去
で
き
な
い
か
。

答
企
画
課
長　
遊
具
等

の
施
設
に
つ
い
て

は
、
専
門
業
者
に
よ
る

点
検
を
毎
年
行
い
、
管

理
・
修
繕
を
行
っ
て
い

る
。答

生
涯
学
習
課
長　
Ｕ

Ｆ
Ｏ
テ
ン
ト
の
処
分

や
管
理
棟
の
利
用
法
も

検
討
中
。

問
今
後
の
利
活
用
は
。

答
町
長　
鎮
西
山
の
恵

み
を
生
か
し
た
産
地

直
売
所
に
結
び
つ
け
た

り
、
交
流
促
進
・
地
域

文
化
伝
承
対
策
事
業
等

を
立
ち
上
げ
、
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
地
元
の

方
々
と
も
い
ろ
い
ろ
な

形
で
鎮
西
山
に
手
を
入

れ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

ほ
か
に

○�

ゴ
ミ
袋
の
強
度
・
種

類
に
つ
い
て
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上
峰
議
会
だ
よ
り
　
173号

　
平
成
27年

４
月
２７日

発
行

■
発
行
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上
峰
町
議
会

■
編
集
／
議
会
広
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編
集
委
員
会
　
☎
0952−

52−
2184

■
上
峰
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

上
峰
町

検
　
索

➡

　

鎮
西
山
の
桜
も
散
り
、

新
緑
が
目
に
し
み
、
風
も

さ
わ
や
か
に
な
り
、
一
雨

ご
と
に
暖
か
く
な
っ
て
い

ま
す
。
小
中
学
校
で
は
、

新
た
な
希
望
を
胸
に
旅
立

ち
、
不
安
と
と
も
に
出
会

い
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
も
、
１
月
に
改
選

が
あ
り
、
広
報
編
集
委
員

会
に
も
、
３
名
の
委
員
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
新

し
い
、
広
報
編
集
委
員
会

で
「
か
み
み
ね
議
会
だ
よ

り
」
を
町
民
の
皆
様
に
、

よ
り
読
ん
で
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
議
会
の
情

報
を
発
信
し
、
皆
様
の
期

待
に
応
え
て
行
く
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
寺
﨑
）

あ
と
が
き

　新緑若葉に生え、風薫る好季節となりま
した。町民の皆様には益々ご健勝のことと
お喜び申し上げます。
　おかげさまで上峰町文化協会も今年度、
節目の「発足30年」を迎えることができます。
これもひとえに町民の皆様のご理解とご支
援の賜物と厚くお礼を申し上げます。
　また、かねてより上峰町議会のご支援を
いただき、「かみみね議会だより」の裏面に、
28サークルにおよぶ文化協会サークル紹介
を掲載し、会員の活動状況をご案内させて
いただきました。
　10年前を振り返ってみますと当時サーク
ル数は34サークル、会員も約400名であり
ましたが、現在は残念ながら28サークル、
268名となりました。文化協会発足30年の
節目を迎え、我々は一丸となって各サーク
ル活動の内容充実と会員拡大に全力を傾注

する所存でございます。
　さらに今回は、発足30年の集大成として、
町民の皆様に参加いただき、感動と喜びを
共有できるような記念イベントを計画して
います。大いなる成功を目標に、皆で知恵
を出し合い、又お借りし、日々の活動に邁
進してまいりますのでご期待いただきます
ようお願いいたします。
　上峰町文化協会は、先人が残してくださっ
た輝かしい「伝統と文化の継承・相互の融
和と親睦」をモットーに会員としての誇り
を持ち活動してまいります。また、子ども
の居場所づくりなど地域貢献活動にも積極
的に参加する所存でございますので、さら
なる町民の皆様のご参加・ご支援を衷心よ
りお願い申し上げます。

上峰町文化協会　会長　重松規昌
ほか役員一同

行事への参加� １月～３月

１月５日　商工経済同友会賀詞交歓会
１月６日　堤太陽光発電開始式
１月１１日　成人式
１月２５日　消防団出初式
２月１日　上峰幼稚園60周年記念式典
２月２１日　米多浮立お旅所落成記念行事
３月１３日　上峰中学校卒業式
３月１７日　上峰小学校卒業式
３月２８日　目達原駐屯地観桜会

上峰町文化協会発足３０年に向けて
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議会傍聴のご案内
　町民の皆さまには、毎回、議会を傍聴して
いただき、ありがとうございます。
　次回の町議会定例会の会期は、6月5日
（金）から6月12日（金）までを予定してい
ます。一般質問は8日（月）及び9日（火）
です。
　詳しい日程は町ホームページでご確認くだ
さい。

会員募集のご案内
　上峰町文化協会では各サークル活動の会員を
募集しています。お問い合わせは各サークル、
または上峰町公民館（電話 ０９５２-５２-３８３３）
へご連絡ください。
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